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関する実験的研究......一・・…・ー ・・ 0・・・ ・e・0 ・一－ －－－ ・……・…ー北 川｜ 動（ 178) 
硬変肝の肝内神経について… ー …ー ・......・・ 9 ・・・ , • •• ••• •• e ・長谷部祐継（ 220) 
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頚髄損傷の神経学的分類ー ーー ・ ー・・ー ・・ ••• ・ザ..・……－ー ーー........ー恩 地裕・他（ 404) 
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Laxonalinの臨床効果 ••••• ・ ••• ・・・ ......……… －ー E ・E・－・0 ・・ー…長田博之・他（1122)
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門脈圧充進症に対し mesenteric-caval>hunt造設が奏効した2例ー ・ー ーー …ーリ 三崎英生・他（ 134) 
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マンソン氏リグラ状裂頭条虫の皮下寄生の 1例・・…・…ー …ーー ーー －－－ ー －－ － ー 吉野 位・他（ 145〕
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